
 

 

 

 

 

 

 

 

 公民館講座として開催。参加者は、２１名（うち男性は２名）。 

 まず、参加者は同じ色の色鉛筆で筆圧の強弱による色の違いを把握。次に縦や横、斜めに重ね

ることで色が濃くなり、きれいに塗ることができることを学んだ。 

 そして、自分で好きな色を４色選んで、花のぬり絵に取り組んだ。講座のねらいとして「楽し

むこと、集中すること」が話されたが、参加者全員が最後まで黙々と取り組んでいた。 

 最後に、全員の作品を鑑賞する時間があった。模様を付けたり、グラデーションを入れたりす

るなど個性が光る作品に仕上げられており、アンケート結果からも満足度の高い事業となった。 

 

講師 登米市出身 イラストレーター、臨床美術士 さとう あけみ 氏 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 仙台管内社会教育拠点施設訪問 

富谷市 あけの平公民館 
教養講座「和みのぬり絵教室」 

令和７年１１月１３日（木）実施 

事業の概要 

講 師 

当日の様子 


